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 実験 1 
 PLD法で作成した Li1.0CoMnO4/Pt/Cr/SiO2薄膜に大気圧酸素雰囲気下ポストアニール法(加熱温度 500~700 ℃、
加熱時間 0 ～ 72 h)を施した薄膜のXRD測定により、格子の膨張、収縮を調べた。次に、負極に金属 Li、電解液
に LiPF6 (EC : DMC = 1 :1)を用いた液系電池を組み立て、電気化学測定にて充放電容量を調べた。その後、
600℃で熱処理を施したLixCoMnO4 (x =0.9, 1.0, 1.3)/Pt/Cr/SiO2薄膜を用い、同様の実験にて、Li量の増減と充放
電容量の関係を調べた。最後に、全固体電池を作成し、動作する時の電気化学特性を調べた。 
 
 結果 1 
 Fig. 1 に大気圧酸素雰囲気下ポストアニール処理を施した LiCoMnO4薄膜の格子定数の大きさと、そのときの放
電容量の関係を示した。LiCoMnO4 は遷移金属元素と酸素原子間の結合長変化がそのまま格子の膨張収縮に反













Fig. 1 大気圧酸素雰囲気下ポストアニール処理を 500℃(□), 
600℃(○), 700℃(△)で施した LiCoMnO4薄膜の格子定数と 
放電容量(5 V領域：赤、総放電容量：黒)の関係図 
 Fig. 2に大気圧酸素雰囲気下ポストアニール処理を施した LixCoMnO4(x=0.9 ,1.0 ,1.3)薄膜の定電流充放電の結















 Fig. 3に 5 V級正極材料として、最適な薄膜の作成条件(基板加熱 500 ℃、酸素分圧 50 Pa)、熱処理(600 ℃、
15 h)にて作成した Li1.3CoMnO4薄膜を用いた全固体電池の定電流充放電の図を示す。0.25 Cの定電流充放電で、


















Fig. 2 大気圧酸素雰囲気下ポストアニール 600℃を施した LixCoMnO4
の定電流充放電図 (x = 0.9：黒、x = 1.0：赤、x = 1.3：青) 
Fig. 3  最適化された条件で作成した Li1.3CoMnO4薄膜を用いた全固
体薄膜電池の定電流充放電図(橙色: 5 V領域)とサイクル特性 
 実験 2  
 実験 1で求めた 5 V級正極材料として動く最適な条件で作成した LiCoMnO4薄膜を用いた全固体薄膜二次




 結果 2 
 Fig. 4 と Fig. 5にMn-K端、Co-K端 XANESの結果を示す。Mn-K端の結果では、ピークの形状を保ったまま充
電時は高エネルギー側へシフトし、放電時は低エネルギー側へシフトした。Co-K端の結果では、ピークの形状を保















 Fig.6 に Li1.0CoMnO4の DOS 計算の結果を示した。この結果から充放電が起き、電子の移動が起こる時、











Fig. 5  Co, K-edgeの硬 X線 In-situ XANES測定結果 Fig.4  Mn, K-edgeの硬 X線 In-situ XANES測定結果 
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